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§Ⅰ.設計の目的と地区の概況

1.設計の目的

1)設計の目的

港北中央地区は､平成 8年 2月 29日に事業認可され､事業を推進 してきたとこ

ろであるが､地権者及び関係楼関との協議､調整に伴ない､計画の-部を変更する

必要が生 じた｡本設計は､事業認可以降のそれら諸事情を踏まえ､既往調査設計､

並びに事業が完了している港北第-地区及び第二地区との整合を図りつつ､当地区

における各施設計画の精査､再検討を行い､もって事業計画の変更に資する図面等

の資料を作成することにある｡

図 Ⅰ-1 港北ニュータウン位置図
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2)計画地区の位置

当地区は､首都東京の都心部から南西方向に約 24km､横浜市の中心市街地か

ら北西方向に約 10kmの地点に位置する面積 23.7haの区域である｡

地区を南北に縦貫して横浜市営地下鉄3号線が走り､北方約 03km にセンター

北駅が､南方約 0.1km にセンター南駅がある｡地区の西方約 2km に東名高速道

路及び一般国道 246号譲が南北に走り､地区の東方約 2km に第三京浜道路が走

っているC

また､地区の北界は横浜北部新都市第-地区土地区画整理事業区域に､南界は

同じく第二地区土地区画整理事業区域に接しており､地区を南北に分断する形で

一級河川早測川が流れているC

図 Ⅰ-2港北中央地区位置図
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2.港北 中央地 区の概況

1)自然的条件

(1)地勢 ･地形

港北中央地区は､早測川を挟み､南北に二分されている｡

当地区の地勢は､地区北晩llのほぼ中央部に位置する吾妻山が横浜 ･生田線によ

り分断されているが､港北第-地区から連担 していた丘陵部の一部として携って

いる｡地区全体としてみると早1剃川沿いに発達した平坦な低地部として特色付け

ができるO

当地区の最高標高点は､吾妻山にあり､T.P.331m となっており､最低標高点

は､早1則川付近でTP12.1m と標高差約 20皿 となっている｡

図 Ⅰ-3現況地形図
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(2)地質

当地区は､多摩丘陵に雇する多摩 II面と下末吉台地に属する下末吉面との境界

付近で,これらを解析 して主潮川沿いに発達する沖積低地上に位置している.

当地区の地質は､｢港北第三地区土質調査概要報告書 (住宅 ･都市整備公団港北

開発局,応用地質株式会社/平成 5年 ,3月)によれば次のようになっているO

沖積低地に分布する地質は､上絵層群と呼ばれる固結シル ト層を基碇層 として､

この上位に軟弱な有機質粘性土､粘性土､砂疎が准積 している｡また､台地部に

分布する地質は､沖積低地部に分布する地質 と柱異なり､表層に関東ローム層が

広く分布 し､この下位に洪積粘性土庵､上総層群の国籍シル トが分布 している｡

表 Ⅰ-1当地区の地質構成表

地 質 時 代 地 層 名 層 相 地質番号 N値 Nd値

慕匹,紀 現 世 埋 土 層 ロ ー ム Bn 1～50 0-ノ5

完 薪 世 沖 積 層 粘 性 土 Ape 0-3 0-5
砂 質 土 As - 0-5

粘 性 土 Ac 1-12 0-5

軽 質 土 Ag 7.-50 0--5

辛 .後期更 新 世 相模局栄 多摩 ローム層 .下京吉ローム層 ロ - ム Lm 4-6 0-5
下 末 吉 層 寒灰質粘土 Dc a 0-5

前 期更 新 世 上 総 層 群王 禅 寺 層 圃結シル ト I{m 50以上 0-5



図 Ⅰ-4 地質断面位置図
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(3)水系

当地区は､一級河川鶴見川水系の早執川涜域に属する｡

早執川は､当地区を南北に分断するように西から東-と流れている｡

都市河川 として改修整備 (暫定)がなされているが､治水の安全度を高めるた

めの計画が検討されている｡ しかし､流域の宅地化が進んでおり具休的な計画の

決定をみていない｡このため､新規開発に対 しては､雨水調整池の設置が必要と

なっている｡

図 Ⅰ-6 鶴見川の流域囲
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(4)埋蔵文化財

当地区の貴重な緑資波 としてある吾妻山は､神奈川県の埋蔵文化財包蔵地とし

て､登録されている｡

神奈川県埋蔵文化財包蔵地台嬢によると次のような内容である｡

図 117埋蔵文化財位置図
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2)社会的条件の要約

(1)交通

港北ニュータウンの開発による幹線道路 (地域間幹線､地区幹線等)が都市

計画道路として計画決定され､港北ニュータウンの事業の進捗に伴い､漸次整

備され開通 している｡これらの道路は､当地区の域外道路となるC

① 地区周辺道路

当地区に係わる周辺の都市計画道路は､港北ニュータウンを南北方向に貫く

中山 ･北山田線 (H53開通)､佐江戸 ･北山田線があり､これら2路線に交差

して東西方同 (東京及び横浜中心市街地方面)のサービスを受け持つ､日吉 ･

元石川線､新横浜 ･元石川線､横浜 ･上麻生線､さらに港北ニュータウン地区

内の幹線道路､牛久保 ･中川線､新羽 .荏田線等がありそれぞれ､開通或いは

事業中であるO

図 Ⅰ-8港北中央地区周辺道路網



② 地区内道路

地区北側で接する主要地方道横浜 ･生田歳は､東西方同の主要動線となって

いるCまた､地区のやや西側を南北に通過する都市計画道路中山北山田線が南

北方向の主要動線 となっているC

なお､都市計画道路中山北山田線は､現況地盤高を条件とした高さで整備 さ

れ､平成 5年 3月に開通 しているC佐江戸 ･北山田線については供用されて

いない｡

図 Ⅰ-9 港北中央地区の道路現況
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(診 鉄道 ･バス

当地区の鉄道利用は､平成 5年 3月に開通した横浜市営地下鉄 3号線のセン

タ-北駅､センター南駅を経由することにより､横浜中心部､東京都心部-の

アクセスが容易になっている,

当地区のバス運行は､横浜市営バスと東京急行バスによって行われており､

センター北駅及びセンター南駅を中心とした系統となっている｡

横浜市営バス路線は､中山 ･北山田線に1系統(センター南､北駅経由)､横浜 ･

生田線に 1系統(センター南駅経由)が運行されており､センター南駅を発着する系

続は､主に第二地区内をサービスしている｡

東京急行バスは､中山 ･北山田線に3系読(センター南､北駅経由)､横浜 ･生田

線に3系読(センター南駅経由 1系読)が運行されており､センター北駅及び南駅を

発着する系読は主に第-地区内をサービスしている｡



(2)供給処理施設

(》 上水道

当地区は横浜市の上水道供給区域内に属 し､牛久保配水池より地区内の全て

の建物に供給されている｡

主要地方道横浜 ･生田顔に配水管 ･勝田線 (9500)､中山 ･北山田弟に企業

団送水管 (¢2.800)及び配水管 (¢400)がそれぞれ敷設されている｡さら

に､佐江戸 ･北山田線には第一地区側に9500の配水管が敷設されており､当

地区の開発に伴ない当該道路が完成の折には第二地区側まで延伸される予定で

ある｡

図 Ⅰ-11 港北中央地区に関わる上水道施設



② 下水道(雨水)

当地区は､横浜市公共下水道計画による港北処理区に属し､4つの排水区に

分割されている｡

なお､港北第一地区及び第二地区の雨水排水は､当地区内を通過する 2系続

の雨水排水幹線により､1級河川早捌川に放流されるOそれら雨水幹線は､第

一地区関連 ･中川雨水幹線 (□2,500×2,500)､第二地区関連 ･中村雨水幹線

(ロ2,400×2.400)である｡

図 Ⅰ-12 港北中央地区に関わる公共下水道 (雨水)計画
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③ 下水道 (汚水)

当地区は､横浜市公共下水道計画による港北処理区に属し､地区内汚水は､

港北下水道処理場により浄化される｡地区内においては､未整備であるが港北

ニュータウン開発関連の地区内通過の汚水幹線は､布設済みであるo

港北ニュータウンの汚水は､早測川左岸 ･右岸の区域でそれぞれ処理され､

当地区に係わる汚水幹,*は､左岸の区域については､元石川 ･新羽幹凄 ((主)

横浜 ･生田隷下､C)800-61800)､右岸の区域については､茅ヶ崎幹凄 (堤

逼及び水路下､6700-01.100)である.

図 Il13 港北中央地区に関わる公共下水道 (汚水)計画



(3)河川

当地区を分断する形で通過する早捌川は､鶴見川水系に属 し港北ニュータウ

ン関連河川の 1つ として､改修整備 (暫定整備 ･確率規模 1/10)が行われ､

昭和 57年度に完了 している｡

表 Ⅰ-2 港北ニュータウン関連の河川計画

鶴 見 川 早 捌 川 大 熊 川

流 域 面 積

延 長 (改 修 延 長 )

河 道 区 間

都 市 計 画 決 定

改 修 工 事 状 況

計 画 高 水 量 (長 期 )

計 画 高 水 量 (暫 定 )

2345km-
425km

谷本川～鶴見川の改修

事業は､第三京浜まで

事業済み

2300m2/S

950m2/S

表 Ⅰ-3 早測川改修計画

計画諸元

計画区間 :柚木橋～ (計画地区)～矢橋区間

区 分 暫 定 計 画 将 来 計 画

計 画 流 量 200m2/S 350m2/S

水 深 3,400m 5,695m

図 Ⅰ-14 改修標準断面図

ZSZO L300--IOq

(出典 :港北中央地区基本設計報告書 平成 5年 4月)
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(4)土地利用規制

① 都市計画

地区南側及び北側の地区界は､薩北第-地区及び第二地区の土地区画整理事

業の施行区域界に按している｡

平成7年 3月24日に市街化区域-編入及び土地区画整理事業の決定がされ､

平成 8年 2月に土地区画整理事業の事業認可を受けている｡

② 法規制 ･指定状況等

当地区においては､宅地造成等規制法の規制区域には指定されていない｡

図 Ⅰ-15 港北中央地区に関わる法規制
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§ⅠⅠ.変更基本設計

1.上位計画 にみ る港北セ ンター地区並び に中央地区の位 置づ け

- 横浜市総合計画 ｢ゆめはま2010プランJより -

港北ニュータウンセンター地区は､ゆめはま 2010プランにおいて､首都圏をも

視野に治めた広域拠点として整備が進められている｡また業務核都市基本構想の業

務集積地区としても指定されており､大規模な商業施設をはじめ業務 ･文化等の多

様な機能 ･施設の集積が目指されている｡

港北中央地区については､この南北センターの間にあって､ニュータウンの骨格

を形成する幹轟道路及び鉄道の整備促進と一体となった面的整備を早期に行 うべき

ところとされている｡

図 Ⅱ-1横浜市都心 ･副都心概要図
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2.中央地区に係 る既往計画

当地区においては､平成 7年 2月の仮換地の牢し出調査以来､平成 8年 2月の事

業認可を挟んで､生活水蓮の向上と利便性の高い街づくりに資する基盤整備を行 う

ため､権利者の意向及び関係機関との協議に基づき様々な調査､計画､設計の検討

が行われてきた｡

本設計においては､調査､計画設計の基本理念を踏襲 しつつ､横浜市の関係部局

との協議結果を踏まえ､基本設計の変更を行 うものである｡

なお､作業にあたって､以下に列挙 した既往調査､計画等を参考､あるいは設計

のベースとした｡また､今回変更の必要が'?く､今後詳細設計等に移行 していくも

のについては､本報告書に原案の抜粋､あるいは要約を記載する｡

【港北中央地区における調査 ･計画等策定の逢緯】

平成 5年 4月 港北甲央地区 基本設計

平成 7年 2月 仮換地の申し出調査実施

平成 7年 11月 港北中央地区 修正基本設計

平成 8年 2月 港北中央地区 土地区画整理事業事業認可

平成 8年 3月 蕎北中央地区における河川整備の検討委員会報告

平成 8年 3月 港北中央地区 早測川水辺空間整備及び調整池基本設計

平成 8年 9月 港北中央地区 吾妻山植生調査

平成 8年 10月 港北中央地区 公共施設整備計画調査 (7-ハ～ン･オアシス21構想)

平成 9年 2月 港北甲央地区 街区確定

平成 10年 2月 港北甲央地区 街区確定修正

平成 10年 2月 仮換地の甲し出調査実施 (土地利用計画変更案による)

平成 10年 :3月 港北中央地区3号l%構造影響調査

平成 10年 5月 港北中央地区 水道変更基本設計

平成 10年 6月 港北地区 交通量解析調査



3.土地利用計画

1)土地利用計画変更の経緯

港北中央地区では､事業認可前 (平成 8年 2月以前)に権利者の土地利用に対

する意向を反映した換地を行 うため､港北ニュータウン中央地区整備促進協議会

(以下､｢整備促進協議会｣とい う.)において､｢仮換地の申し出調査｣を実施

したところ､住宅地区及び沿道施設地区-の申し出が集中したのに対し､商業地

区への申し出は極めて少ない結果となった｡これを受け整備促進協議会では､申

し出の調整方法等の検討を行い､事業認可を得た土地利用計画のままでは調整が

困難と判断し､公団に対 し､商業地区を共同利用に加え､単独利用も可能な街区

構成に見直すよう土地利用計画変更の検討を要請 した｡また､権利者-のアンケ

ー ト調査によって､単独利用もできる計画を望む回答が多く出されたことと､そ

のためには商業地区内に新たな道路を設置する必要があることや､商業地区以外

に換地される権利者の減歩率が上がることについても､｢ある程度｣との条件付

きも含め､多くの権利者から ｢やむを得ない｣との回答を得た｡それらの経過を

経て 関係機関と協議を進め､公団内部における事業費の見直しに伴 う事業の合

理化のため､土地利用計画の変更案の検討が行われてきた｡

その土地利用計画変更案に基づき､施行者として平成 10年 1月に図Ⅱ-2の

とおり申し出区分を定め､同年 2舟仮換地の申し出調査を実施 した.

本設計は､上記の経轟を踏まえ､さらに道路計画等の再検討と調整を図りつつ､

街区､街路の形状の見直しを行ったものである｡



2)変更作業の前提条件 と基本的な考え方

本設計のベースとなる土地利用計画は､前項の産経を踏まえ､事業認可後にお

ける施行者としての仮換地の申し出調査の実施にあたり､権利者に周邦 している

ものであるため､計画論的に大きく変えることは出来ない.従って､原則 として

当該検討案を引き継ぎ､後述する道路､公園､河川等の用地見直しに伴なう街区

形状の改変程度に留めるものとする｡

3)変更土地利用計画

変更土地利用面積は､事業認可時 との対照表 として下表に､また当初事業計画

における土地利用計画図を図 Ⅱ一 3に､変更土地利用計画図 (今回設計案)を図

Ⅱ-4にそれぞれ示す｡

表 ⅠⅠ-1土地利用面積変更前後対照表

種 別 当初事業計画 今回設計案 増減(ha) 備 考
面積(ha)構成比率(%)面積(ha)練成比率(%)l

公共局地 道 路 7.1I 30.0 7.0 29.5 -0.10

公 園 1.3 8.3 0,9 3.8 -0,10吾妻山

河川用地.調整池 1.0 4.2 1.0 4.2 0.00早7剃川河川敷､調整池

ST 9.4 39.7 8.9 37.6 -0.50

宅也局也 住 宅 用 地 2.8 ll,8 3.9 16.5 1_10

商 業 施 設 用 地 7.4 31.2 6.7 28.3 -0.70

工 場 用 地 2,3 9.7 2.1 8.9 -0.20

沿 道 施 設 用 地 1.5I 6.3 1.5 6.3 0.00

鉄 道 施 設 用 地 0.3 i.3 0.6 2.5 0.30地下鉄3,4号線

計 14.3t 60.3 14_8 62.4 0.50



図 II-3 変更前土地利用計画図 (当初事業計画 平成 8年 2月 29El)
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土 地 利 用 計 画 (莱) 図 ロー4 変更土鮒 用計画函 (平成 11年 3月)

凡 例

[=] 迂路

=コ歩行者専用道路
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竃ヨ 工場用地
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4.交通計画

1)交通処理計画

平成 10年 6月､中央地区開発に伴う港北ニュータウンとその周辺地域におけ

る平成 22年を対象 とする交通量予測が行われている｡(港北地区 交通量解析調

査)そのなかには中央地区における交通量推計も行われており､これは当該地区

における道路及び交差点の計画設計の基礎資料となるものであるため､ここにそ

の推計条件及び結果を記載するo

また､この結果を基に作成 した中央地区の主要交差点の方向別交通処理図を次

貢に添付する｡

第 6章 港北中央地区交通丑推計

6_1 捷要

港北中央地区における交差点処空計画を策定するために､同地区における交通量推計を行った.

6.2 道路ネットワー クの換討ケース

平成9年度に実還した ｢港北中央地区交通量展析調査糞務委託｣ (平成9年7月)において検討した

ケースに加えて､次の条件で交通量を推計したもので､第 2葺の完成時の内容と異なり暫定時のもので

のJ〇t,

i)横浜生田頴の中央地区から都筑 ICまでの区間は､現況のまま2幸治 (片側 1車冶)とする｡

2)交差寛① (横浜生EEl急と佐江戸北山田漁との交差)は､平面交差とする｡

3)蔀買JCへの新たな IC7クセスは未供用とする｡

4)中央地区 (商業業務文化系地区)内の 通行処璽方法は､対面通行とする｡

@ 横浜生田冶 (片側 1車放)@ ①

辛 佐T i 江
山 戸

北山 1 北山
田放 I;ー1 ー l T 田■

6.3 予測年次等

予測年次 :平成22年

配分対象OD･両差業務文化系地区の客故事400%として稚劃したOD壷

(港北地区交通丑解析調査報告書 (平成 10年 6月)より)
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図 Ⅱ-5 交通量推計図
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図 Ⅲ-6 中央地区主要交差点方向別交通量
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図 ⅠⅠ-7 変更路線案内図



2)道路計画

当地区は､事業認可以降､様々な調査 ･検討が行われ､また関係機関との協議が

重ねられるなど､当初計画に幾多の検討が加えられてきた.今回事業計画の変更に

あたり､本設計においてそれら変更箇所の調整あるいは再検討を行い､その内容を

以下に整理する｡

今回､本設計において変更した道路は以下のとおり｡なお､下表の路線番号は､

幅員変更後のものである｡

■道路線形及び幅員を変更するもの

NO. 路線名､路線番号 変更の概要

1 横浜 ー生田線 幅員 32mから22m-2車線に変更

2 12-1202%& 鉄道境界沿いの折点を2箇所に集約

3 12-1204号線 曲線半径の変更

4 8-802号線 道路付帯地廃止に伴 う線形変更

5 6-612-1､-2号線 幅員 8mから6mに縮小

6 6-614号線 幅員8mから6mに縮小

7 6-606号線 曲線半径の変更

8 6-608号線 道路付帯地設置に伴う線形変更

9 4.5-4501号線 道路付帯地設置に伴 う線形変更及び地区界

■道路幅員のみを変更するもの (中心線位置は変更しない)

NOー 路凄名､路線番号 変更の概要

10 佐江戸 .北山田線 横浜 .生田線との交差点における変更

ll 16-1601号線 中山 .北山田線との交差点における変更

12 12-1201,1203号線 幅員 11.5mから12mに拡幅

13 12-1205号線 幅員 13mから12mに縮小

14 6-605号線 中山 .北山田線との交差点における変更

15 6-609号線 幅員 8mから6mに縮小

道路に係わる変更箇所を図Ⅱ -了に示すとともに､特に必要がある箇所について

は､以降､路線別に記述する｡

なお､以降に示す記述は､本設計の後､再度街区確定が変更されることを考慮し､

変更作業がより容易になるよう､平成 10年 2月に修正された街区確定 (以降､｢修

正街区確定｣という)と対照させつつ進めるものとする｡

- 27 -





路線名称 標叩順良 .柵 成(川) 1l上拙数 税格 股計速度(1m′ll) 危小LEII鰍半 径(‖) 応小曲級長 粍大縦断勾配(%) 縦断rlh雛半径 縦断仙縦長([1)) tlLi- 考
I)>=7 0<,I l〔Ll(…) 凹 (m)

榔TF7計画道路:i,3.22中山 .北山Lu繰:い).45佐江戸 .北LLl田線 ∠l Ll-i 60 150 L(ー0 I/OO/a 5 I.LlOO l.OnO 50

都市計画予定線(仮称)新吉m .中川線 ∠l LL-:I 60 ■l5.0 100 70()′β 5 I,L100 l.000 50 以北都軟投のTF#元

主射 也方道横浜 一生凹線 2 4-I 50 100 80 600′β 6 800 700 40
2 4-2 5() 100 80 600/0 6 8()O 700 4∩

地区幹線道路 2 4-2 40 60 70 500/0 7 450 450 35 商業地紋用地内

住区幹線道路 2 4-こう :10 30 50 350/a 8 250 25∩ 25

2

i,ン/J一一サーでス道路 2 4-2 4∩ 60 70 500/0 7 ･150 450 :15

地区界道路. 2 4-3 3∩ 3() 50 350′0 8 250 250 25 中央地区側妙道幅見 2.0仙

(右衆は行那卜速度に対応する道路桝造令の規定値)

柵

I
I
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F F

(1)隅切長の変更

本地区における道路隅切長は多種多様であるが､その設定根拠が明確でないた

め､以下に示すよう道路の種別区分毎に､道路構造令に示された標準値に変更す

るC

表 口-3 隅切 り長の標準値

(単位 :m)

種 別 1 扱 2 級 3 級 4 殻

1 歳 12 10 a 3

2 級 10 a 3

3 級 a 3

(道路構這令より)

図 Ⅱ-16 隅切 り長の変更箇所
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(2)平面線形の変更

刃 道路線形及び幅員を変更するもの

<NO.1横浜･生田線>

① 平面線形の検討

○ 検討条件

● 中山 ･北山田線との交差点以東は 22m-2車線に変更し､同以西は､標準

幅員 18m-2車線のまま変更しない｡

さ 港北第-地区側の街区境界及び大塚 ･歳勝土遺跡黄界は変更してはならな

い｡従って､拡幅に当たっては､それら境界線より一律 22m を中央地区

側にとる｡

● 当該道路の種別区分及び設計遼度は､中山 .北山田線以東は4程1級､50

km/h､同以西を4種 2級 50km瓜 とする｡

図 Ⅰト17 横浜･生田線の変更箇所

○ 検討結果

当該道路の修正街区確定状況は､下図に示すよう東側から地下鉄 3号線を越

え､曲線区間に入るまでが幅員 32mとなっており､曲線区間で徐々に縮小さ

れ､甲山 ･北山田線との交差点では 26mとなっている｡一方､中山 ･北山田

線以西の変更されない区間の幅員は 185mであるT=め､今回道路幅員を 22m

に縮小した場合､中山 ･北山田歳を挟んで東西の車道部が不連続になるか､片

側の歩道が極端に狭くなるなどの問題が生 じる恐れがある｡

本設計では､この条件下において､当該交差点における交通の安全を確保す

るため､上記の問題が発生しないよう､当該道路の平面線形を設定している｡

以下に､その平面線形設定の経溝を述べる.



図 II-18 横浜 ･生田線×佐江戸 ･北山田線 交差点図

＼
'5

-■■一一一-

佐江戸 ･北山田韻交差点付近から地下鉄3号/%付近までの間は､第-地区側の街

区歳に平行に中心線を設定する必要上､修正街区確定によって確定されている当該

道路の中心線位置より､次式によって変更後 (幅員22m)の中心線を設定している｡

421750m-160m (修正街区確定 半幅員)+110m (半幅員)- 416750m
よって､当該曲線半径は､416750mとした｡

iL

＼

図ll-19に示す "B"の歩道幅員をより大きく確保するため､ど̀A"の歩道幅真

を道路構造令の競定に準じ 30mとし､このときの道路中心点と､修正街区確定に

ある折れ点 "C4"とを結ぶ直簾を設定する｡この直,%と先に延べた BC.2以西の

直簾が交わる点を IP.3とし､この曲,.7%半径を､道路構造令に抵触しないよう設定

すると､その半径はR=380mとなるっなお､修正街区確定では､"C4"から中山 ･

北山田線交点までの間に､Hc5､C6,C7"の折れ点が存在するが､短い区間で享道

の折れることは好ましくない為､Hc4"からの直歳を設定した｡
また､当該道路標準断面は､横浜市との協議により路肩幅 25mが採用され､甲

央地区内で標準断面を確保できるのは上図Ⅱ-18におけるE-E断面の約 503m
の区間のみである｡
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■横浜 ･生田轟 4車線案

参考として､将来､佐江戸 ･北山田線との交差点以東の区間において､幅員 25m

-4車線で都市計画決定された場合､港北第一地区側の交差点西側においても一対

の交差点形状となるよう､幅員 25m-4車線として受けることが望ましい｡しかし

ながら､当該区間の幅員は 22mで計画されており､中央地区側へこれ以上の拡幅は

因業臣であるC従って､当該交差点以東が 25m-4車線となった場合､当該交差点に

おいて周辺街区にどのような形で影響するのか､また一般部においても､幅員 22m

の中で4車線の設定が可能かを検討する｡

平面線形の設定に当たって､今El変更した当地区側の街区線は変えないとすれば､

交差点付近の第-地区働 く歴史博物館用地)への影響をみておく必要があるOその

検討の結果はEgⅡ-23(塗りつぶし部)に示すとおりであり､最大2m程用地を侵すこ

とになるが､歴史博物館への影響 (詳細は後述の縦断計画で述べるC)は問題ないと

思われる｡

なお､4章親の場合における車道中心線の設定は次のように行った｡

2車線の場合 と同様に､"C4'.を固定し､rP.3-擦 り付けるように検討 したが､

4車線の場合 ㌫A"､"B"ともに歩道幅員を 3.0m以上確保することは不可能であ

る｡車道の連完定性を確保することを第一条件に設計すると､"A''､"ち"ともに2.55

m場合が最も歩道幅員を広くできるため､このときの中心森と "C4"を結ぶ直農を

設定した｡

図 Ⅱ･21 車道中心轟(4車線)の設定
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囲 Ii-22 横浜.生Ef3線 ;幅員 22m-4享義の湯今

(仮称)析吉田中川繰 4手玉l書盃設計速度 50km/h

設計連星V=50Kn/h :30m計 ヰ てこV.△叶′30｢6 遍路 議 連令による最小値 キミlmi采用 膚

-皇旦旦1二一呈-=253 35 35

(圧正戸 ･北山EE;技 以西 ‡票峯断面)
∈-∈

(佐江戸 .北山B繰 以東 漂準断面)
H-H
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<NO.2区画道路 12-1202号線>

当該道路は､商業施設用地と南北それぞれに配置されている幹線道路を結ぶ地区

集散道路的機能を有し､地下鉄 3号線に沿って配置されている｡

修正街区確定では､鉄道用地界より一律幅員 11.5mで計画されており､地下鉄 3

号線の構造物を測量した成果に基づいているため､道路平面線形には多くの折れ点

が設定されている,

今回､幅員を 12m に拡幅することに合わせ､それらの折れ点を 2箇所に集約す

る平面線形の改善を行った｡その際､境界の確定について横浜市と協議 し､下図に

示すとおり確定するO
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<NO.3及びNO.7区画道路 1211204号線及び6-606号藻>

12-1204号線は､既計画において､4種 3級､設計速度 40km瓜､標準幅員 13m

(佐江戸 ･北山田,%との交差部では 16m)で計画されている｡

また道路構造令によると､設計速度 40knnlの場合､最小曲巌半径は 60m､最急

縦断勾配は 7%､片勾配は 6%とされており､そのため早1剃川橋梁が曲篇橋となっ

ている｡

早測川橋梁を直線橋に改善するために本設計では､設計速度を港北ニュータウン

における12m道路の標準値である30kmnlに減じる処置を行った｡これにより曲凄

区間を早捌川の手前で終わらせることが可能となる｡さらに縦断勾配は 8%､片勾

配は3%に軽減できることから､沿道宅地の計画高抑制にも好条件となる｡

12-1204号韻の,%形変更に伴ない､これと荏続する区画道路 6-606号l%も､当該

交差点での交差角を 900となるよう曲轟半径の調整を行った｡

表 Ⅰト4 12-1204号線道路諸元新旧対照表

既計画 変更後

種別区分 4種 3扱 4彊3歳

設計速度 40knlh 30km/也

標準幅員 1.1Ⅱ1 12m
(交差点部) (16m) (12m)

曲線半径 60m 40m
(最小値) (60m) (30m)

最急縦断勾配 7% 8%

縦断曲纂長 ヨらm 25m
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囲 II-25 区画道路 12-1204号炭及び 6-606号線の変更



<NO.4区画道路 8-802号顔>

修正街区確定においては､12-1205,*との交差点付近で､当該道路と早捌川天端

との高低差を処理するための道路付帯用地が確保されていたが､その後の河川管理

者 との協議により､早倒川の天端(既存の河川管理用道路)を歩道 として占用するこ

とが可能となったので､12-1205J%の交差点まで 8-802号廉 と当該歩道が､一体的

な空間を連続的に有するよう天端を嵩上げする必要が生じ､道路付帯用地が不要と

なったため､下図のように変更するO

図 Ⅰ1126 区画道路 8-802号線



<NO･5及びNO6区画道路 61612-1､-2号乱 及び61614号歳>

修正街区確定において､当該3- 榊 娼 8m で設定されているoその乱 鞘

道路佐江戸llJl山蛸 にダイレクトアクセスさせることや､北側の商業蒐設用桝 で､

権利者の要望に対応し独立換地を誘導する区画道路の配置がされたため､その他に

翻 る公共用地の軽減を意図とする見直しが進められるなれ 佐江戸 ･北山日靴

ダイレクトアクセスし- ことや､早- 天端僻 再の河川管翌月道諸)を歩道とし

て占肘 ることが可能とな｡､実質的に 10mの幅員が確保されることから､地区内
にある車道軌ま､幅員が 6mに縮小された.

そのうち河川用地に沿 う区間は､河川用地界より 6m の幅員を確保することと､

既に工事が着手されている佐江戸 ･北山田歳との立捧交差構造から､配置倍音が浄
定される｡

図 II･27 区画道路 6･61211､-2号臥 及び 61614号釦 )変更
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囲 II-29 区画道路 6-608号銭及び45-4501号銭の変更

<NO.8及び NO.9区画道路 6-608号線及び 4.5-4501号線>

東側地区界より､早剖川の両岸に沿って 1211204号線に接続する6-608号線､及

び 4.5-4501号線については､早執川の天端がほぼ募況で残るため河川用地沿いに高

低差が生じる｡(6-608号線では､1.6m､4.5-4501号歳では､1.3m)その高低差を

処理するため､簾壁構造物や､転落防止のためのガー ドレールを設置する用地とし

て､幅 1mの道路付帯用地を確保する｡

なお､4.5-4501号線は､公共用地の軽減のため当初事業計画の幅員に戻 し､幅員

6mから 4.5m に変更する｡さらに 4.5-4501号轟の地区募界沿いにおいては､地区

外の現況水路のある区間は､水路用地 (幅 1.0m)を取り込み､地区内側 2.0m､地

区外側 25m の総幅員 4.5m とし､水路の無い区間は地区内側 30m､地区外側 1.5

mの､総幅員 45mとする.
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図 ⅠⅠ-30 区画道路 6-608号線早測川付近詳細図
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図 II-31 区画道路 4.5-4501号線早測川付近詳細図
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) 道路幅員のみを変更するもの

<NO.10佐江戸 ･北山田線>

当該道路は地区北部において､横浜 ･生田線と交差するが､修正街区確定時点

では､立体交差として計画されていた｡その後､横浜市との協議を重ね､横浜 ･

生田簾の沿道利用と公共用地面積の軽減を意図とするため平面交差に計画変更さ

れることと,-eごり､それに伴ない当該道路の交差点拡幅部の位置が北に上がり､今

回の変更となった｡

'なお､当該道路の右折滞留長は､道路構造令の標準値 30m を採用し設定した｡

図 II-32 佐江戸 ･北山田森の変更
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<NO.11及び NO.14地区内幹線道路 16-1601号線及び区画道路 6-605号線>

地区北西部では事業認可当時､沿道施設用地が幹,#道路中山 ･北山田線沿道及び

横浜 ･生田凍沿道にも計画されていたO当時の道路計画では､当街区ブロックの地

区界に 12m道路が､さらに沿道施設の裏側に沿って 9m道路がそれぞれ配置されて

いたが､住宅用地への通過交通の侵入が懸念される状況であったため､その後､計

画の見直しが進められ､沿道施設用地は中山 ･北山田線沿道のみとなり､当該街区

ブロック内の道路もすべて幅員 6m となったC

修正街区確定では､地区中央の商業施設用地内に配置されている地区内幹線道路

16_1601号譲の位置が北に押 し上げられ､当該街区ブロック-のアクセス道路 6-605

号線 と中山 ･北山田線を挟んで対向する十字路を形成 しているOこの時点では､16-

1601号譲 と 61605号線のそれぞれの対向直進車を考慮し､右折車/%の設置を意図

とする道路拡幅がされていた｡ しかしながら､当該街区ブロック内の沿道施設用地

へのアクセスは､中山 ･北山田歳からのみを考え､沿道施設用地と住宅地の土地利

用を明確に分離することを考慮すれば､住宅地-の不要交通の進入を抑制し､もっ

て良好な住環境を確保するためには､当該交差点の形状を見直す必要がある｡

従って､本設計において､61605号/%の拡幅をやめ､標準幅員の 6m とする変更

を行った｡これにより､甲山 ･北山田韻 と16-1601号線の交差点は､当該 2路線の

T字路とみ7IEよせるため､1611601号諒の拡幅区間の標準幅員 (16m)化を図るもの

とする｡

図 ⅠⅠ-33 事業認可当時の道路計画
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図 ⅠⅠ-34 地区内幹線道蕗 1611601号線及び区画道路 6-605号線
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(3)縦断計画

① 横浜 ･生田簾

○ 検討条件

● 市営地下鉄 4号線の高架橋に対するクリアランスは､道路構造令の既定値

45m にオーバーレイ等の維持･補修のための余裕 02皿 を加え 47mとす

る｡

● 港北第一地区側とのすりつけを考慮 し､支障のない限り現況道路高を踏襲

する.

0 検討結果

当該道路の縦断線形は､完成共用されている中山 ･北山田線と､第一地区側

が完成 している佐江戸･北山田線との交差点計画高によりコントロールされる｡

今回､幅員が変更され道路中心線が北側にずれたことを考慮し2交差点の高

さを設定すると､中山 ･北山田康 との交差点高 (A)は+16549m､佐江戸 .

北山田,#との交差点高 (B)は+24.509m となる｡各交差点からは､2路韻の

横断勾配(20%に交差角を加味 し調整)と交差点緩和勾配 (25%以下)区間を

設定する｡

ここで､(.1)は､現況図より読み取り､ (ら)は中心線のずれ4997mを25%で

上がったものとして算出した｡

次に､鉄道との交差部については､地下鉄4号諒高架橋東側の下端とのクリ

アランスを確保するためには､道路計画高は+194皿 以下に設定する必要があ

る｡

ここで､当該箇所の構造物の高さは+241mであるから､241-47;194(山)となるO

以上の条件で縦断計画を行うと､鉄道以東で計画高を十分引き下げる必要が

あることから勾配は 4192%となり､同以西は逆に中山･北山田,%にす りつけ

る必要か ら 1710% と､緩 くなる｡なお､クリアランス設定箇所の高さは

十19:329m (高低差 4771m>4.7m)であり､当該地点の現況道路高は+20050m

であるため､現況より約 72cm切下げることになる,

次頁に当該道路の設計の成果として縦断図を示すとともに､参考として現況

との差が 25m･4車線としに場合に､歴史博物館用地等に及ぼす影響を記載す

る｡



図 Ⅱ-35 横浜 ･生田線縦断図(1/2)
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囲 ⅠⅠ-37 歴史博物館周辺等細密 S=1:600



横浜 ･生田線の幅員 25m-4車線化に伴なう歴史博物館用地等-の影響について

前項までに､横浜 ･生田線の平面及び縦断,*形が設定されたが､ここで将来､当

該道路が佐江戸.北山田線との交差点以東で都市計画決定された場合 (都市計画道路

名称 (仮称)新吉田中川篇)､幅員 25m-4車凄化が沿道街区に与える影響を検証

しておく.

0 検討条件

･ 横浜 ･生田歳 ((仮称)新吉田中川凄)の計画幅員

佐江戸 ･北山田,%との交差点以東は25m､以西を22mとする｡

当該道路の南側 (港北中央地区内)の道路境界は､港北第-地区の現地矢車

界より一律 22m とする.

0 検討結果

･ 歴史博物館沿い

円滑な交通読を確保するため､佐江戸･北山田蓑との交差点を挟んで､幅員

2.5mから22m まで蕪 りつける必要があるOこれを当該道路の曲凄区間 (BC.2

-EC芝)で行うと､当該道路用地は､歴史博物館用地に0-2m 程食い込む

こととなる.(図面着色部参照)

高低差については､当該道路が切下げられる (地下鉄 4号藻とのクリアランス確保

のため)ことにより､歴史博物館の建物に最も接近するB-B断面付近で､博

物館敷地に対して 08m 程の高低差が生じる｡また､その他の博物館 との境に

おいては約 1.0m から05m の高低差が生じるものと思われる｡これらの高低

差を処理するため､B-B断面付近で石積擁壁等の設置が必要と思われる｡他

の箇所については用地に余裕が有るため法面 (11732)処理とした｡

･ 大塚･歳勝土遺跡沿い

現況の山を切通すことになるが､当該道路との高低差は最大約 10m 程と

思われる｡その処理については､石積擁壁 (10.5)と法面 (ll.0)によって

行 う｡その影響範囲は､現道路簾界より12-13m程である｡

なお､先にL型擁壁と法処理のみの場合を比較し､右横処理の場合が最も影

響が少ないと判明したため､これを採用 した｡

ー 58 -



図 ⅠⅠ-38 断面図-1
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図 ⅠⅠ-39 断面図-2
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② 中山 ･北山田線

中山 ･北LLI田諒は､既に完成供用されているため､現窟形を尊重する.

しかしながら､当該路線の完成縦断図の所在が不明であるため､本設計では､

現況図からの読み取りと既往調査報告書に記載されている諸元等を基に設定 し

I一〇

〇 検討条件

･ 現凄形を考量する｡

○ 検討結果

当該道路の縦断凄形に関する諸元は､鑑往調査報告書､現況図からの読み取

り及び現地での目視などにより､以下のように整葦できる｡

･ 港北第-､第二麹区側からの勾配は､それぞれ 25%と50%で地区円側に下る｡

･ 早譲J川橋梁の甲兵をトップポイントとし,両側 20%で下る｡従って､早測川の

南北でローポイントが各一点存する｡

2点あるローポイントのうち､南側は第二地区黄界より28911m の位置であるこ

とは､麦'r=調査で一衰している._

北側のロ-ポイントについて注､一鼓した資料がJ-iいC

以上のことから､北側のローポイン トの位置を特定 し当該道路の縦断篇形を

完若する｡設定方法としは､①第二地区側からの勾配25%と川からの勾配20%

の変点位置を計算する方法と､②現況平面図より高さを読み取り縦断/%形を図

化する方法が考えられる｡その結果を示したのが図Ⅲ-40であり､ 2つの結

果に大きな差はみられない｡また､現地での目視においても､現況の細街路が

接続するあたりが最も低く見え､本結果とほぼ-敦するC

従って､本設計では､基本設計の性格上計画論的7'i①の方法を採用 し縦断線

形を決定する｡

なお､当該道路の縦断凄形は当地区の他の道路高を計画する上で重要であり､

今後､詳細設計を行うに当たっては､当該道路の縦断測量を敢行することが肝

要と考える｡

ー61-



図 Ⅱ_40 中山 ･北山田線縦断検討
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③佐江戸 ･北山田線

佐江戸 ･北山田線は､第二地区側から早測川橋梁を越え､1611601号線 との

交差点付近までの区間で､高架構造物の工事が進められており､この区間での

爺断線形は既計画を尊重する｡

図 IIl41 佐江戸 ･北山田線縦断線形の与条件
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@ 16-1601%

16-1601号,Sの縦断線形は､始終点の中山 ･北山田線と佐江戸 .北山田線の

計画高により設定されるほか､地下鉄3号,%との交差部の高さがコン トロール

ポイン トとなる｡

既設の地下鉄 3号線においては､高架橋の橋脚に影響があるため､この付近

での盛土は極力抑える必要がある｡

当該道路は､r平成 9年港北中央地区3号歳構造影響調査｣による橋脚 PIOOl

とPIO02の間を通過 しており､修正基本設計当時の造成盛土高に対 しその影

響が検討されている｡その篇果､ PIOOl付近は 300m､PIOO2付近は 234

mの盛土に対して問題がないとされているが､限界盛土高の記載がないため､

盛土高の許容範囲が明確にわからない｡｡

従って､本設計においても､この当時の計画高を踏襲せざるを得ず､修正基

本設計当時の計画高に準 じ､鉄道沿いの 12-1202号線との交点高の上限を

+1570m とし､鉄道高架下の句酉己を0.50%と設定し､縦断,%形を決定した｡

図 ⅠⅠ-42 地下鉄 3号線橋脚の位置

G)4種 3級及び4種4殻道路

4種 3級及び4種 4級道路の縦断l%形計画については､｢港北二二一タウン

二次造成設計の手引き 第 311章道路設計(縦断設計)｣に準拠するG
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5.公園計画

1)条件整理

(1)｢港北中央地区公共施設整備計画調査～アーバン ･オアシス 21構想｣(平成

8年 10月 住都公団港北開発局)での位置づけ

基幹空間の核の 1つである｡

港北中央地区の精神的 "視座"であり､象徴としての緑の "山"である｡

)
基本的には現況の地形 ･植生が保全された自然型の公園であり､潤いの乏し

い商業施設空間にあって､"ほっとする空間"を提供するとともに､山頂に整

備される多目的広場からの眺望を提供してくれることになる｡

(2)周辺土地利用

公園計画地の北側には､横浜･生田線が通っており､同道路を挟んで横浜市

歴史博物館に面 している｡また､計画地の北東側には 大塚･歳勝土遺跡公園が

整備されているO

計画地西側は､市営地下鉄 4号轟が計画されており､主要,な歩行者専用道路

(コリグ-)を挟み､市営地下鉄 3号J%が､高架式で整備が済み､運行されてい

る｡
計画地南側は､区画道路を挟み商業施設用地としての土地利用が計画されて

いるC

計画地東側は､商業施設用地としての土地利用が計画されている｡

(図Ⅲ-44 周辺条件図 参照)

(3)周辺施設

横浜市歴史博物館では､｢横浜に生きた人々の生活の歴史｣をテーマに､古代

から近現代の市域の歴史を展示している｡

主な施設として :常設及び企画展示室､スタディサロン､歴史劇場､研修室､

体験学習室等があるO

大塚･歳勝土遺跡公園は､国指定史跡r大塚.歳勝土遺跡｣を中心とした遺跡公

園である｡主な施設として弥生時代の竪穴住居､環濠､墓地が復元されているO

他にも､江戸時代中 ･後期の民家旧長沢家住宅を移築復元した｢都筑民家園｣

や､アスレチックのある林間広場等がある｡またこの公園では､前述 した歴史

博物館の体験学習を行える工房があり､ぞうり編み､勾玉作 り､土器作り､紙

すき等を月2回程度行っている｡(囲II-43 大塚 ･歳勝土遺跡公園 参照)



図 I1-43 大塚 ･歳勝土遺跡公園

(4)地形､地勢

当地区は､早捌川を挟み､北と南の区域に2分されている｡地勢は地区北側

のほぼ中央部に位置する吾妻山(公園計画地)が横浜･生田J%により分断されて

いるが､港北ニュータウン第一地区から遵担 していた丘陵地の一部として残っ

ているO地区全体で見ると早捌川沿いに発達 した平坦な低地部の中に残る緑の'

核 という特色付けが出来る)

最高標高点は､吾妻山で TP331mとなっており､最低標高点は､早捌川付

近でTP121mとなっており､全体での標高差は20mと7Jiっている｡

【 OC)-



(5)埋蔵文化財

公園計画地である吾妻山は､神奈川県の埋蔵文化財包蔵地として登鋲 されて

お り､縄文時代の遺物散在地となっている｡

図 Ⅰ_LT-44 周辺条件図
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2)整備方針

(1)整備コンセプ ト

;-:=萱二∵∵÷∴二二:-:I:--:,A-:二■t
【キーワー ド】

周辺からの緑の核

将来的に周辺は近代的な商業施設に囲まれて しまい､身近な森 として位置

づけられる

22世糸己に残す緑の核

体験環蓑の泰供

選択的な楽しみ

植物の香 り

涼風を感 じる

自然を楽 しむ

自然の楽 しみ

自然を愛でる

五感にささやく (五感の活用､五感の復活)

堂山 (大正時代から塁山として利用されていたと推察されている)

コナラ､モクソウチク林の保全

人に優 しい空間

人に厳 しい空間

エイジングが美 しい公園



3)ゾーンの考え方

(1)北側入口広場

･ メインエン トランスの位置は､横浜市歴史博物館に近 く､また､センター

北駅からの人の動きから考え､公園北側に1ヶ所設けるo

･ センター北駅､横浜･生田凍､市民ホール､西側住宅地方面からの人の流れ

を主として受けるサブェン トランスを公園北側の西端に設けるC

･ 遺跡公園､歴史博物館からの人の流れを主として受けるサブェン トランス

を公園北側の東端に設けるo

公園の広場ゾーン-のアクセスは､ゆったり登れるスロープと､早く登れ

る階段のみちの2ルー トとし､計3ルー トとする｡

･ 入口広場は､横浜･生田濠 との一体化により､公園-のいざない空間とする｡

これにより､公園の認知性が高まり､アクセス性を向上する事となるC

･ 入口広場は導入部であり､明るく､オープンな雰囲気 となるように配慮す

るG(ちょっと寄ってみたくなる様な雰囲気を重 し出す｡)

･ 対照的に､広場ゾーン-のつなぎの空間は､奥行感をつけて､やや神秘的

な空間となる様に計画する｡

･ 待ち合わせや休憩等が出来る様な空間とする｡

･ 空間のアクセン トと､イベン ト等の広告､展示機能をかねたショーケース

を設ける｡

(2)南側入口広場

･ メインエントランスの位置は､地区内の人が利用 しやすいように区画道路

に面してやや南西の位置に設けるOまた､歩行者専用道路側 と､区画道路に

面する南京の位置に1ヶ所づっ､サブェン トランスを設ける｡

･ 待ち合わせや休憩等が出来る様な空間とするO

公園西側に隣接する市営地下鉄4号譲より眺めた時の､上部からの眺めに

配慮 した平面形態とする｡

･ 一部広場的な空間を確保 し､自由な空間利用が可能な様にする｡

･ 待ち合わせの目印や､空間のポイン トとなる様なオブジェを設けるC



(3)コナラの林

･ 既存の樹林を極力残 し､適切な管理を行う｡

･ 既存樹林の樹冠により､北側及び北西側からの眺望による緑量の確保を行

う｡

･ 林床を適切に管理 し､コナラの実(どんぐり)を使った木の実細工等の体験

学習の場とするO(他に､しいたけづくり等のイベン トなども考えられる｡)

(4)モウソウチクの林

･ 林床を適切に管要 し､やぶにならない様にする｡

･ モウソウテクを利用したイベン トの材料調達の場とするo

ex.タケノコとり､巨大七夕飾り､タケ細工､タケごほんのつどい

竹の葉のサラサラ音(葉擦れ)が聴かれる装置 (しかけ)を作る｡一サウン

ドスケープー

(5)広場ゾーン

･ 基本的には現況の敷地を生かした広場とするC

･ ゆったり休憲が出来る四阿を設ける｡

･ 街の音､風の青､裏ずれの書等 『-の書』が聞こえるパイプを設け､聴覚

に語りかける雇設とするO

･ 自由でゆったりした空間とする｡
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吾妻山公国諸元函

図 ⅠⅠ-47 吾妻山公園諸元図
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表 ⅠⅠ-5 景観木リス ト

番号 樹種 DBH(crTl) H(∩) 備 考

ーa ヒノキ 42 17

◎ 2b クマノミズキ 3530303030 15◎3b クマノミズキ 55 16

◎ 8C クワミズザクラ 2922261821 15

◎ 9b クマノミズキ 5348 15

㊨ 一ob クマノミズキ 30 15

◎ lld ヤマザクラ 29323647 15

◎ 12b クマノミズキ 26262833 17

◎ 13e スギ 26 15

◎ 一14e スギ 43 15

15a ヒノキ 30 16

い6e スギ 22 15

◎ 18g コナラ 332020 15

◎ 19h サワラ 30 15

◎ 20i イヌシデ 3ー2825125512 15

】22j クヌギ 53 10 樹幹に洞､枯れ
23k モミ 52 18

241 ケヤキ 33 16

◎は今回計画で残せる樹木



4)施設計画

(丑 園路沿いの擁壁天端部については､歩行者､利用者等の転落を防止するた

めに､転落防止柵を設ける事とする｡

② 公園敷地の境界部には､境界を明示する為､擁壁部を除き､背丈の低い外

柵を設ける事とする｡

③ 園路等の舗装は､透水性の土舗装とし､自然風の風合いを転 し出すと共に､

雨水を地下に資還させる事とする｡

北側入口広湯と南側入口広場は､微妙に色調を変え､雰囲気を変える｡

④ トイレ､水飲みは､南側入口広場に設ける事とする｡

⑤ 入口広場､頂上広場には､休息できる様にベンチを設置する事とする｡

⑥ 北側及び南側入口広場には､周辺施設及び公園内を案内する為の案内板を

設ける芋とする.

⑦ 頂上広場には､ゆったり休憩できる様に､四阿を設置する｡

屋根部は公園周辺部から見えるので､色調については周辺の景観を特に配慮

する必要がある｡

⑧ 頂上広場には､モニュメンタルでモダンな鳥居として､ゲー トを設ける芋

とする｡これは市営地下鉄 4号凄からも見る事が出来､隷空間の中のアクセ

ン トとなるC

⑨ 園岸の勾配は､1:10程度とし､ゆったりと歩ける勾配とする｡

⑩ 階没の両サイ ドには､手招りを設ける享とする｡

(『横浜市福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル』による｡)

⑪ スロープ部は､基本的に谷側に手摺 りを設ける事とする｡ただし､南側の

広場と面する場所は､広場からスロープ部へのアクセスがし易い様に山側に

手摺りを設ける芋とする｡

⑫ 南側入口広場に設ける土のオブジェは､"森の記瞥 "土地の断層汀をイメー

ジさせるものとする｡

一吾妻LLJの土層より土を抽出し､層状に固めたもの｡-

一 75 -



図 ⅠⅠ_48 吾妻山公園施設計画平面図 JS-1liooo
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図 Ⅰ1-49 吾妻山公園造成計画断面図 S=1:500
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5)設備計画(電気･給水計画)

(1)電気計画

① 電気の引込は､南側区画道路より行う｡

② 照明灯は､H-4.0m程度とし､園路及び広場部については防犯上､あまり

暗く,ならない様にする｡

③ 樹林地内には､基本的に照明施設を設けない事とする.

④ 照明器具は､光害対策ガイ ドライン(平成 10年 3月 環境庁)に準拠し､上

方光束比を0-5%としたものとする｡

(2)給水計画

(力 給水管の引込は､南側区画道路より行う｡

② 散水栓は南側入口広場に2箇所設ける事とする｡

- 78-
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図 II-50 吾妻山公園設備計画平面図(電気 ･給水計画) S - 1=1000
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6)排水計画

(1)雨水排水

① 雨水排水の分水嶺は､大きく3つに別れる｡ 1系統は北側斜面を持つエ リ

ァで､公園の北西端で車道(横浜･生田線)の排水管に接合する｡ 2､3系統

は､頂上広場から南西側 と南東側のエ リアで､公園の南東端で区画道路の

排水管に接合する｡

② 入口広場及びスロープ部は透水性の土舗装とし､地下浸透式とする｡

③ 擁壁天端部にはU型側溝を設ける事とする｡

(2)汚水排水

① トイレ及び水飲みの排水は汚水扱いとし､南側区画道路の汚水管に接合す

るo

_ [



図 ⅠⅠ-51 吾妻山公園排水計画平面図 S=1.1000
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7)植栽計画

① 課存する二次林 (クマバス～ト クワげ クテ二次林､コナラーミス■に 次林)周辺に新

規植栽する樹木は､補植的に同種の樹木を植栽する事とする｡

② 現存するモクソウチク林を達成 した後の法面 (主に南側スロープ沿い)は

雑木林風の植栽を行い､単調にならぬ様にする｡

③ 北側入口広湯の平場北側の法面 (1:2)には､ツツジ類 (クルメツツジ､

ヤマブキ等)を帯状に植栽 し､立体的な花の雛壇 (花の谷)とする｡

花の谷は､市営地下鉄4号線からの眺望にも配慮しており､印象的な広場空

間の一翼を担 うものである｡

④ 南側入口広場の平場部は､ハーブ類やグラン ドカバープランツ等を帯状で

アールをつけて植栽する｡

これ らの植栽樹種については､彩 りや香 りに特徴あるものを選び､目や鼻で

も楽 しめる空間とする｡これらの花の幕についても､市営地下鉄4号,*から

の眺望に配慮するものとする｡

⑤ 北側入口広場では､四季の移り変わりを木全体で表現できるカツラを植栽

する｡

(薪績､緑､黄葉､落葉､樹形美)
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8)樹木保存計画

① 今回の計画の中での現存植生では､クマバス■ト クワげ タラ二次林が約 600m2､

コナラーミス1tキ二次林が約 270m3､モクソクチク林が約 1,750m2を残すことができ

る｡

② 景観木については､景親木 リス トにある桜に､13本を残すことができる｡

(表ロー6今回計画で残せる景観木リス ト参照)

③ 造成上､現況のまま茂す事が出来ない景観木については､移植する事が望

ましい｡





表 Ⅰ116 今回計画で残せる景毛木 リス ト

番号 樹種 DBH(cm) H(∩) 備 考

◎ 2b クマノミズキ 3530303030 15

◎ 3b クマノミズキ 55 16

◎ 8C クワミズザクラ 2922261821 15

◎ 9b クマノミズキ 5348 15

◎ 一ob クマノミズキ 30 15

◎ lld ヤマザクラ 29323647 15

◎ 12b クマノミズキ 26262833 17

◎ 13e スギ 26 15

◎ 14e スギ 43 15

◎ 18g コナラ 332020 15

● 19h サ ワラ 30 15

◎ 20ilイヌシデ 312825125512 15

◎は今回計画で残せる碍-不
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三景,,7_写真

てンターjヒi=H7､らr_/眺望

現況写真

センター南駅からの眺望

現況写真

横浜市歴史博物館からの

眺望 (北側梼林地)



6.造成計画

1)地下鉄 3号及び4号線の吾妻山付近における基盤整地の検討

(1)検討の与条件

･ 地下鉄 4号線の橋脚の桁下高は､既往計画より+22.0m～22.2m とみてと

れるO

･ 地下鉄 3号線については､基本設計時の盛土高における橋脚-の影響を調

査 (平成 10年 3月 港北中央地区 3号線構造影響調査)しており､調査結

果は以下のとおり｡

表 Ⅱ一7 橋脚影響調査結果

橋脚名 検討盛土高(m) 検討結果 対策

P1001 3.00 0Ⅰく

P1002 2.34 0Ⅰ(

P1003 2.57 0Ⅹ

P1004 3.47 OE

P1005 4.29 支持力不足 軽量盛土材四PS)使用

P1006 4.86 上側引張破壊 炭素級維補強

P1007 4.82 OE
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3号轟と4号轟の間に配置される高架形式の主要な歩行者専用道路 (以下､

コリダーという)は､今回暫定的に平面構造とする｡

(2)検討の諸元設定

･ 地下鉄 4号線用地の最高計画高を+22.0m と設定する｡

･ 地下鉄 3号線用地の盛土高は､与条件の影響調査において極限盛土高が示

されていないため､検討盛土高を上限とし､極力余裕をとり設定する｡(令

回は､隣接する区画道路の計画高と同程度とした｡)また､支障があった 3

つの橋脚については､影響調査の対策を踏襲する｡

･ 検討箇所の北側を通る幹線道路横浜 ･生田線の計画高は､地下鉄 4号線と

のクリアランス (4.7m)を考慮し設定した｡



(3)検討案

検討案の着色は､法面及び種子吹き付けを行 う斜面は黄緑､平場､小段及び

スロープ造成盤は黄色､石積擁壁は桂色 (天端は白抜き)､道路 (歩専を含む)

は目抜きとした.

CASE1:高低差の処理に擁壁等の構造物を用いず､すべて土羽仕上 デとした案

本案では､法面積を軽減するため盛土が発生しないよう設定しているOその

ため4号譲の橋脚を施工する際には､地山を乱さず施工できる工法を選定する

必要があるG

また同じく法面積撃滅のためエリダーの計画高を極力引き上げているo

吾妻山に対する影響は､4号隷計画高 (.220m)より法仕上げとなるため､

標高約 305m地点まで達する｡

なお､3号線橋脚のうちPIOO8付近の盛土高は､横浜 ･生田線の計画高に左

右されるため､上限値いっぱいの 18m とせざるを得ないOその他問題のPIO05

とPIO06はそれぞれ約 38m､40m と､検討値に対して余裕があるo

CASE 2 :4号歳橋脚の施工による地山の乱しを考慮し､盛土法面仕上げとした秦

盛土法面のため法面積が大きくなり､4号隷用地の 220m盤においては切盛

が錯綜する｡ また盤の形状も細長くなる｡

吾妻山-の影響を軽減するため､4号隷沿いに石積捷壁 (最高5m)を設置

した｡

4号諒用地の法面積の増加にこだわらないため､コリダーの縦断勾配は同一

方向 (南向き)に設定でき､CASElに比べ緩くなる｡

CASE 3 :CASE 2において3号,*橋脚用地の盛土を軽減すべく隣接区画道路の

計画高を下げた案

基本設計では､EI蔀重路 115-11501と同 11･5-11502の交点にTOPポイン

トを設定 していたが､今臥 横浜･生田/%より南下がりの縦断線形に変更し､

115111502号 (今回より幅員は 12mに変更)の計画高を下げたoこれによ

りPIOO8､PIOO6及びP1005の盛土高は､それぞれ 160m､312m及び 350m

に琶減されたO
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図 Ⅱ-60 検討造成図 CASE3
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2)宅地造成計画

(1)計画高及び宅地形状設定の基本的考え方

【計画高設定の基本原則1

●宅地の利用勝手の良さを確保するため､接面道路との高低差を極力少なくするo

●切盛土工量軽減のため､現況地形を尊重し､大きな改変は出来る限り避けるo

以上の 2点を造成計画高設定の基本原則とし､細部については､対象となる地

区の諸条件､諸事情､すなわち道路計画､土地利用､規制及び統一基準､そして

後述する宅地割 りの方針などを勘案しつつ行 うものであり､必ずしも原則 どお り

にはならないが､地区の諸条件等と上記原則 との接点を探 りつつ､適切な計画高

の設定に勤める｡

当該地区の宅地規模は､地区の換地上の条件として､沿道施設用地であれ古ま700

m2以上､住宅用地であれば 165汀似 上とされており､宅地計画高に段差をつける

宅地割 りにあたってEま､それらの宅地規模で分割 し易く､かつ利用勝手の良い大

き目の宅地を形成することを念頭に置くO

なお､本設計では､今後の設計計画に柔軟に対応できるよう､宅地計画高を50cm

単位で検討する｡これは隣接道路の勾配によっては､宅地割 りの微妙なずれが､

計画高にして数 10cm の違いになるため､少々余裕を見込んで 50cm で設定する

こととしたC



(2)土地利用別計画高及び宅地割りの考え方

○ 商業施設用地及び沿道施設用地

宅地割 りは､多種多様の施設立地に対応できるよう極力大きな7､ロツ列こ分割

する｡

特に沿道施設用地は､-宅地当りの最小面積を 700m2とし､デロックの分割に

あたっては概ねその面積の倍数とするとともに､幹線道路からの出入りを考慮

する｡

一方､当該用地は､宅盤を大きくとるため､道路あるいは隣接宅盤との高低

差が大きくなりがちであるOこれは施設-の出入 りの支障となるばかりか､盛

土部の多い当該地区においては､土工量増加の要因ともなるO

従って宅地割 り及び宅盤計画高の設定にあたっては､道路に対 して高低差が

ゼロに極力近くなるよう配慮するが､一方､大きな平場面積を確保するとの条

件を勘案し､高盛土となり過ぎないよう､2極の接点を探 りつつ行 うものとす

る｡

具体的な宅盤高の設定は､最大高低差を､3.0m を超えない範囲とする｡

ただし､特例として地形等の状況によって､やむを得ず高低差が 3m を超え

る場合は､区切 りとして 9.0m を超えないものとする｡(横浜市宅地造成工事

技術資料によると､9.0mを超える盛土法面については､9.0m毎に幅6mの′J＼

段を確保するとともに､斜面安定計算書の添付を義務付けているO)

○ 工場用地

宅地割 りについては､換地される工場の規模が様々であり､これに対応 しや

すくするため､極力大きなブロックに分割する｡

宅盤高は､商業施設用地及び沿道施設用地と同様､最大高低差を､3.0m を

超えない範囲とし､特例 として､9,0mを超えないこととする｡

〇一住宅用地

一宅地当りの敷地面積規模は 165m2を最小とするが､隣接道路の勾配が緩い

街区では､1街区を 1-2枚の大きな盤で造成する｡

隣接道路の勾配が急な街区では､道路との高低差及び土工量を抑えるため､

165m2-220m2程の宅地が3-5含まれる中程度の盤で達成するO

宅盤の計画高は､道路に対して極力ゼロ点をとるようにし､高低差 1.0m を

超えない範囲において､50cm単位で設定する｡

なお､道路との高低差を 1.0m 以内に抑えることが菜 しい場合は､計画高を

10cm単位で調整するか､宅地割りを′j＼さくするなどの処置を講じるC
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3)街区ブロック毎の留意点

造成設計にあったては､当地区を幹,*道路､河川､土地利用等により幾つかの

街区ブロックに分割 し､デりク毎の特出すべき問題点を整理 し､その問題点を解決､

あるいは軽減することを念頭に置きながら計画設計を行 うC以下に各ブロックごと

の造成上の留意点を列挙する｡

図 ⅠⅠ-63 街区ブロック案内図

‡

■



(1)地区東北部 (沿道施設用地､工場用地､住宅用地)

この街区ブロックは､佐江戸 ･北山田J*及び横浜 ･生田線 と早捌川に囲まれ

た箇所であり､東端を地区界道路 6-608号線が通る｡

佐江戸 ･北山田凄及び横浜 ･生田譲が高所を通るため･地区外との高低差は

約8-12mと大きく､一方これに反して街区ブロックは広がりがない｡従って

この高低差をす りつけるため､街路の急勾配､宅地内の擁壁や長大法面の発生

が予想されるところである｡

設計に当たっては､これ らの問題を解消あるいは軽減することを念頭に置く

必要があり､以下の点に留意し進めるものとするo

図 ⅠⅠ-64 地区東北部
ー__一一一･■1-一一一一一J--JJ

些 空し 横浜 ･生田準



● 沿道施設用地と区画道路 6-606号濠との高低差を最大 9皿 とすることによ

り､住宅用地の計画高を引き下げる｡

佐江戸 ･北山田篇及び横浜 ･生田藻に接する沿道施設用地は､これらの幹凄

道路よりアクセスできることが不可欠であり､当該用地は道路計画面まで盛 り

上げる必要がある｡これにより地区外-のす りつけ条件がさらに悪化すること

になる｡

一方､既往調査によると､施設建物により高低差を壕ぐ案 (土留めを兼ねた

建築物や高低差を利用 した裏側アクセスの駐重湯)なども提案されている｡将

来この裏が具現化 し､沿道施設用地と接道する区画道路 6-606号歳との高低差

を限度いっぱいの 9m とすることが出来れば､沿道施設用地内に長大な法面を

集約させることによって､隣接する庄宅地内での高低差を軽減 し､かつ住宅用

地内の区画道路の勾配も緩和することに資するものとなる｡

● 最も北側にある宅地の計画高を確保する｡

前述の処理により､区画道路 6･606号譲の沿道施設用地沿い (南北方向)に

おいて､北側に下がる勾配となる｡

これに引きず られ､北側の宅地が低くなるが､最も北側 (奥まったところ)

の宅地については､沿道施設用地内の長大な法面が遠近 しているため､北側道

路との高低差が少々高くなっても､南側宅地と同等の高さを確保し､環境面で

の配慮をするO

● 12-1204号濠は設計速度を 30km/hとし､曲弟半径､縦断勾配規定等を緩

和する

1211204号歳は､既往計画では幅員 13mの準辞J%道路として位置づけられ､

設計速度は 40kmnlであったCそれに対応する曲,*半径の最′｣､値は 60m であ

り､そのため曲纂長が長く早測川橋梁が曲纂橋となっていた｡さらに最大縦断

勾配は 7%､片勾配は 6%以上 (構造令に示す計算式によると 92%になる)

であり､ブロック内の宅盤高や区画街路の勾配に悪影響を与えていた｡

本設計では､当該道路の幅員が 12mに籍小されたことを契機に､最北ニュ

ータウンの他の 12m 道路と同様に設計速度を 30km/hに落し､これにより､

曲凄椋の解消､縦断勾配を8%まで緩和､及び片勾配を3%に軽減した｡

● 早測)IEに隣接する6-608号線にはが-ドV-ル等の設置用地として幅 1m の道

路付帯用地を確保する｡

12-1204号,*以東の早測川の堤体天端高は現況のままであるため､それに隣

接する6-608号/*との高低差が生じる｡従って高低差処理の擁壁設置や､転落

防止のためのが-ドレールを道路側に設置する必要があるため､当該道路に沿って

幅 1m の道路付帯用地を確保 した｡これについては､対岸の 4.5･4501号J*も

同様に処理した｡
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○ 擁壁設置計画案

地区の東北部及び北部中央の一部で長大法面が生じている街区については､

宅地の平場を確保するため､擁壁を設置した案を図Ⅱ-63に示すQ

なお､擁壁設置に当たっては､以下の整備水準を設置した｡また､プレキャ

ス ト擁壁の琵用については､石積み擁壁と比較 し､経済性､施工性等よりこれ

を選定した｡(表Ⅱ-8参照C)

0<h≦ 1m :法面処理

1m<h≦2.5m :プレキャス ト擁壁

2_5m<h :現場打ちL型擁壁

今後､地形､地質､土地利用､あるいは工事費や用地費等の逢房的事情,など､

地区個々の諸条件を勘案 し､石積やプレキャス ト擁壁,などの現地に適 した構造物

の選定が必要となるC今回凄萱設置計画案においては､地上高が約 215m以下の

場合宅地の有効利用ができ､石積み擁壁よりも安店 (下表参照)であり､施工性

もよいことからプレキてス ト擁壁 (建設大臣認定品)を選定した｡

参考として模造寸法と認定条件の抜粋を改頁 ｢プレキてス ト湊壁標準図｣に示

す｡

なお､当社他地区の業務実譲から､石積み擁壁とプレキャス ト擁壁の工事費を

比薮 したところ､若干ではあるがプレキャス ト譲萱のほうが安価であった｡

表 II-8 工事費比較

工事費(円/m2) 備考

プレキャス ト岸壁 22∫100 地上高約2m程度

※工事費は擁壁面積当り
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図 Ⅱ-66 プレキャスト擁壁標準図
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喜怒 定 条 件 (建設省更住指莞第 113号 )(建設省東経民莞 7号∫ 8号)

1.単体の基準

(1) 高 さは限度を 3mとし､各 タイプの形状及び寸法は､上記構造留 によ
る｡

( 以 下 省 略 )

2.適応土質､載荷重及び必要地耐力 (2型及び 3型)

(1) 背面土及 び基礎地盤の内部摩操角 は､25度以上であること｡

( 中 略 )

(3) 基礎地盤の支持力が必要地耐力に蒜た1:iい場合は､杭基礎や地盤改良

を行 うこと｡なお地盤改良を行 う場合には､改良後の支持力を確認す る
ことO

3.製造仕様

(1) 日本工業規格 (JIS)表示許可製品を 1種矯以上製造 している工場で製

造 された製品で あることo
( 中 略 )

( 2) コンク リー トの 4適正蹄鉄度 は､300kgf/cd以上であることO

( 以 下 省 略 )

4,蔓這仕様
( 中 略 )

(2) 根入れ深 さは､岩盤に接着 して設置する場合を除 き､前壁地上高 さの

15/loo(その値が35cmに満たないときは35cm)以上 とす るC

ただ し､扶壁の設置 され る基礎基盤の内部厚板角が30度未満であると

きは､前壁地上高 さの20/100(その値が45cmに満たないときは45cLn)以

上 とする｡

(3) 基礎は､5cm以上の捨 コンクリー トとし､地盤が悪い場合には､その

下 に更に基礎栗石等を施すo
( 以 下 省 略 )
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(2)地区北部中央 (商業施設用地)

本ブロックは､センター北駅周辺商業地と連坦する商業地区であり､京及び西は

それぞれ佐江戸 ･北山田線､中LLl･北山田掛 こ､北は横浜 ･生田,%に接 してお

り､ブロック内には東西の幹,*道路と連絡する 16-1601号,* (4種 2歳､設

計速度 40kmnl)を軸に､3本の 12m道路 (4荏3扱､設計速度 30k皿nl)が

サービスしている｡

これらのブロック内道路は準幹篇あるいは商業地内の主要区画街路に当たる

ものであり､宅地の造成にあたっては､いずれの道路からもアクセスビリティ

の確保を念頭に置き､右記の点に留意 した.

図 ⅠⅠ-67 地区北部中央

●外郭の幹線道路及びブロック内道路との高低差は3m を超えない

●宅地割 りは極力大きな盤を確保する

●各宅地は南傾斜の配置を確保する

●吾妻山広場公園に隣接する宅地の計画高は､公園との高低差を抑えるため､高めに設定

する

●旧河川用地は､早測川の堤体天端に向かい､なだらかなスロープです り付ける (後述の

｢3)河川用地の造成｣を参照)
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(3)地区南部中央 (商業施設用地)

セント南駅周辺商業地と連坦する商業地区であり､早- の右岸に位置 し､川

に向かって北傾斜の地区である｡また佐江戸 ･北山田- 高架構造のため本 ブ

ロックとの接道はない｡

このプ[ツクでの造成上の留意点は､以下のとおりである｡

● 北側傾斜の地形に沿った造成計画により､土工量を抑える

北側を流れる早軌 =- かい､必然的に北傾斜の宅地高設定にならざるを得

か C当該デ- こおいては､地形に沿った造成を行い土=量の軽減に努める｡
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(4)地区南部東 (工場用地)

本ブロックは､早捌川右岸にあって､佐江戸 ･北山田線の東側に位置するO

ただし地区南部中央と同様に当該幹線道路との壊道はない｡しかし､本プロ

ク円は､傾斜が緩く､街区形状も良いため一枚盤で造成することが比較的象

である｡

本ブロックの造成計画にあたっては以下のことに留意したO

図 ⅠⅠ-69地区南部東

早測川

11ユ≡る

∴で

,

慧

獅

区

街●多様な敷地規模の工場立地に対応するため､

本とするが､道路との高低差が大きくなるところでは､

thYてし行先i蘇画計

の

線号
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(5)地区南東部 (住宅用地)

本デロックは､西に 12-1205号凄､東に地区境界､また南に港北第二地区にそ

れぞれ接 しているO問題点は､東側地区外が低く､第二地区側が高いため 12-

1205号線とのす り付けが急勾配にTiり､10m以内での高低差処理が難しいこ

とにあるoまた第二地区側の宅地で当地区の地区界道路に按する箇所の擁壁 (コ

ンクl)-げ ロック擁壁 H=5m)が既に施工済であるため､地区内側を切下げること

は因襲である.

以上を踏まえ､次のことに留意する必要がある｡
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(6)地区西部北及び西部南 (沿道施設用地､住宅用地)

I ～ 1 ､ ＼

@ :I,., ｣ ､ __武 __叫 ､ J:, ､
′ー-ー* : 与れ 誌 7%~~~~~一一一一号-一一一｢コてこJ-｢ _ 二_｣.I

I /-a-i-一一 壬生撃 空 し 一一1 -- 萱- 1宅 澗 ≒崇賢もL=75155BTn 空し=timTnLEILOh≠L弓t∝OJn望本デp･Jクは､中山 ･北山田歳の西側に位置 し､当該道路沿いには幹凍道路 のモ

ヒ～けィ機能を享受する沿道型商業施設の配置が計画されている｡土地の傾斜 は ~.′

緩く比較的一枚盤で造成することが容易である｡また地区外現況との高低差 も

南西部の一部を除き少なくすり付けが容易であるC

なお､本デT･Jク内においても既に下水道工事が着手されている｡ここで の留

意点は以下のとおりである｡

● 一道路計画高は先行 している下水道工事に合わせる

● 第二地区側及び西側の地区界道路は現況高を踏襲する｡

図 ⅠⅠ-71 地区北西部

､1･:



4)河川用地の造成

当地区を二分して涜れる早執川は､平成 8年 3月の r港北中央地区における

河川整備の検討委員会報告｣によれば､吾妻山と並び中央地区のアーバンオア

シスを形成するオープンスペースの核であり､この空間条件を活かしたシンボ

ル広場､多自然型護岸､サイクリング道路などの整備が基本方針として上げら

れ､特に､大きくまとまった河川用地が取れる地下鉄3号線下流左岸では､川

に沿って走る幹線道路から､広場や水辺まで近づける芝生の緩斜面を設け､道

路､広場､河川が一体となった空間整備が提案されていた｡

その後､権利者の意向や関係機関との協議により､土地利用や道路などの計

画が変更されるに至り､平成8年当時の整備計画も見直す必要が生じている0

本設計においては､当地区内に集約する旧河川用地を対象としているため､地

区外となる当該河川の整備計画まで立ち入るものではないが､当時の整備理念

を受け継ぐものとするo

具体的には､当初計画の幹線道路の位置に､今回配置される歩行者専用道路

と水辺までの一体的空間の創出に資するよう､歩行者専用道路に沿って広場的

平場を確保し､河川堤体天端付近の現況高に緩斜面ですり付けるものとする｡

図 Ⅱ-72 河川用地の造成
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5)造成土量の算出

地区全体の土工量は､切土皇約 5万 mS､盛土量約 52万m3､差引き約 47万m3

の不足であり､不足分の土量は地区外から搬入する必要がある｡

土工量は､20m メッシュ点高法により算出し､幹凄道路や河川などで区切られ

る8ブロック (A～H)に区分 し､そのブロック毎に集計する｡

土量変化率は､港北地区の実績値 C=087とする｡

運土計画については､ブロック内､ブロック外の順に計画する｡

なお､地区内のブロック別土工量を表Ⅱ-9ブロック別土工量に示すが､地区

南側の地区界沿いについては､地区外側の造成協力が必要となるが､その土量は

含まれていない｡

表 ⅠⅠ-9 ブロック別土工量

(単位･m3)

切 土 量 盛 土 量net 補正土量C=0.87 過不足量

ブコックÅ 1,568 20,852 23,968 -22,400

ブロックB 581 91,348 104,998 -104,414

ブロックC 2i,428 173,852 199,830 -175,402

ブロックD 736 101,696 116,892 -116,156

ブロックE 2,840 2,600 2,989 -149

ブロックF 18,672 4,416 5,076 13,596

ブロックG 624 20,744 23,844 -23,220

ブロックH 344 36,784 42,280 -41,936

合計 49,796 452,292 519,876 -470,080
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【参考一地区外の造成】

中央地区の造成を完成させるためには､地区有部中央の第 2地区菟界付近にか

て､下図の様な造成協力が必要である｡

因みに地区外土工量は､切土量約 2千 m3､盛土量約 18万 m3､差引き約 16万 m 3

となるO

図 ⅠⅠ-75 地区外の造成

■港北中央地区 地区外土工量計算表

土量換算係数 C= 0.87



7.供給処理施設計画

1)上水道計画

港北中央地区水道基本設計は､平成 10年 5月に変更 (港北中央地区水道変更

基本設計)されてお り､そこでの管網総水量は 21039't'/L/秒 (- 日最大換算

6059m3)であった｡本設計において土地利用面積が変更されたためその給水量

を試算したところ､管網総水量は約 15'tZ増の 225251!?i/秒､一日最大換算では

約 43011三増え6.488m3となった. しかしながら経験的にこの程度の増加量では､

既計画の管網を変更する必要はないと考えられる｡

表 Ⅰト10 管網水量の比較

変更前 (既計画 (H10.5)) 変更後 (今回設計)

時間最大 (771/秒) 一日最大 (ma) 時間最大 (て三/秒)(増 .滅) 一日最大 (m3)(増 .演)

E宅用 7.64 220 7.40(0.24減) 213(7滅)

施設用 202.75 5∫839 217.85(15.10増) 6;27.5(436増)

【港北中央地区水道変更基本設計 (平成 10年 5月)より】

計画諸元

一日最大給水量の原享位は第一､第二地区と同 じ､住宅用は一戸当り 1.0mS､

商業･業務及び沿道施設は床面積当たり20m3､工場用は敷地面積 100m2当り15m5

とし､時間係数は第-､第二地区T.C及び低区系と同じK=30を採用する｡
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図 II-76 水道施設計画平面図



2)排水処理施設計画

排水処理施設計画は
､
修正街区確定後に見直しがされており
､
これをペースに

変更の検討を行う
｡
今回土地利用及び道路計画の変更に伴ない
､
排水面積及び排水区割等の照査を

行ったところ､
雨水
､
汚水共に若干の変更を要する
D
以下に変更箇所を示す
C
なお
､
設計に当たっては､
r横浜市下水道設計指針(管きょ編)囲解説(横浜帯

下水道局)｣に準拠する｡
また前項の道路縦断計画で述べたように平成11年3月

現在
､
既に排水工事が施工済み
､
あるいは施工中の路義がある(次貢図Ⅲ-77参

照)
｡こ
れらの路簾については､
本設計の諸元により再度照査を行い
､
変更が生

じないことを環認の上
､
既計画を跨襲するが
､
変更せざるを得ない問題が生じた

場合は
､
公団工事課と協議し
､
善後策を講じるものとするG

(1)雨水排水

①雨水管路計画

検討の結果
､
図II-78に示す(変更後は朱書き)ように変更する｡7'i
お
､

今回北側地区の主要な歩行者専用道路(コリダー)の一部(16m道路南側)に排

水管を計画する
｡
また
､
管径が変更されるものについては､
下表に示す
C

表ⅠⅠ-12
雨水排水管の管径変更(前後対照表)

誉番号 fg乞え≡ll三 ! 備 考既計画 今回変更

13 500 600

37 450 -

37-1 - 400 37の区間分割

37-2 - 250 今回薪設

37-3 - 450 37の区間分割

41 300 350

43 400 450

44 450 500

52 350 400

53 400 450

54 400 450



図 I1-77 詐不讐施工済み路潰題



図 I:-TS 変更雨,-,vt辞7X薪:E対照囲
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図 ⅠⅠ-79 雨水排水施設計画図

雨 水 排 水 施 設 平 面 図
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② 調整池計画

調整池計画は､｢港北中央地区 調整池構造等基本設計｣(平成 11年 3月)

において､検討 ･計画されており､現在これに基づき別途設計が進められてい

るため､詳細については当該基本設計等を参照され7=い.

本設計においては､当該基本設計に準じて造成計画平面図等もこれを トレー

スしているため､図Ⅲ-80に平面図を記載するに留める｡
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図 Ⅰ1-80 調整池計画平面図

(出典 :港北中央地区 調整池構造等基本設計)
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｢

･

1

･･ (2)汚水排水

検討の結果､次貢図Ⅱ-81に示す (変更後は朱書き)ように変更する｡

また､管径が変更されるものについては､下表に示す｡

表 Ⅰト13 汚水排水管の管径変更 (前後対照表)

管番号 管径 ! 備 考居莞計画 今回変更

23 300 350
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lT 匡HI181 変更汚水庚,71<薪 ≡E晃一照震
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■汚水排水計画上の問題

本設計を進めるなかで､中山 ･北山田,%の現況歩道内に埋設されている既設管路

NO14-1と､当該幹簾道路に接続する区画道路に埋設される計画管路 N08の2路

線 (図Ⅱ-84参照)について､土被 りが不足することが判明 したため､公団工事

課と協議 し､当該案件については今後詳細設計時に対応を検討することとなった｡

当該案件のうち､前者の既設管路については､現在歩道内にあるが新設道路が接

続するため､圭這部を横断する区間について土被 りが 0.86cm となり､規定の 12m

が確保できなくなると予想される｡ しかしながら､当該路,*が既設であることと､

中山 ･北山田歳の完成道路縦断図が矧 こ処分されてお り現存 しないなか､本設計で

これ以上検討することは難 しいとの判断から､今後の課題 としてここに問題惹起を

するに留めるものとする｡

後者についても､不設計における中山 .北山田,%の縦断設定に誤りがないか再照

査を行ったところ､9cm ほどの改善は見られたものの､依然､排水設計と本設計と

の帝離を解消するものではない｡当該管路は､下流側で雨水ボックスの上越 しをす

るため､既計画より低く出来ないなどの条件により､前者同様､今後の課題として

扱 うこととした｡

図 ⅠⅠ-83 問題箇所位置図
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図 ⅠⅠ-84 問題箇所の排水縦断図
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